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米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
行
動
で
の
原
油
価
格

の
高
騰
は
、
日
本
国
内
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ

ン
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
、
食
料
品
、
日
常
品
の
値
上
が
り
は
、
今
ま

で
以
上
に
懸
念
さ
れ
、
家
計
や
中
小
企
業
の
経
営
を
圧
迫
し
ま
す
。

　

中
村
議
員
は
「
物
価
に
は
確
実
に
大
き
く
影
響
す
る
。
新
た
な

支
援
は
検
討
さ
れ
る
の
か
」
と
質
問
。
市
は
「
こ
れ
ま
で
も
２
０

２
３
年
度
か
ら
３
年
間
で
総
額
約
１
３
０
億
円
の
予
算
を
編
成

し
、
物
価
高
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
２
０
２
６
年
度
も

水
道
料
金
基
本
料
の
無
償
化
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
１
世
帯

あ
た
り
の
購
入
口
数
を
４
口
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
２
倍
の
規
模
で

発
行
す
る
な
ど
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
行
う
。
今
後
も
影
響

等
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
策
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
中
村
議
員
は
「
追
加
の
支
援
は
必
要
。
さ
ら
な
る
支
援

を
早
期
に
検
討
す
る
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

J
R
高
槻
駅
南
地
区
の
開
発
に
つ
い
て
、
J
R  

高
槻
駅
南
地

区
再
開
発
準
備
組
合
が
事
業
化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し
事
業

計
画
素
案
の
作
成
に
向
け
た
取
組
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
高
槻
市

で
は
１
９
７
９
年
に
J
R
南
側
の
再
開
発
が
行
わ
れ
、
２
０
０
５

年
に
J
R
北
側
の
再
開
発
、
２
０
１
５
年
に
北
東
側
の
土
地
区

画
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
１
４
０
㍍
を
超
え
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
議
員
は
「
南
側
の
開
発
も
同
じ
よ

う
に
高
い
建
物
が
建
つ
の
か
」
と
指
摘
し
、
再
開
発
事
業
は
、
建

設
も
含
む
総
事
業
費
に
対
し
て
補
助
を
す
る
の
で
、
国
、
府
、
市

の
負
担
額
が
多
く
な
る
。
例
え
ば
、
２
０
０
５
年
の
北
側
の
再
開

事
業
の
市
の
負
担
は
１
７
３
億
円
、
２
０
１
５
年
の
北
東
地
区
は

土
地
区
画
整
理
事
業
な
の
で
20
億
円
の
負
担
で
し
た
。
中
村
議
員

は
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
、
商
業
施
設
な
ど
は
必
要
と
考
え
を
述
べ
、

「
超
高
層
の
建
物
や
タ
ワ
マ
ン
に
多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
の
で

は
な
く
、身
の
丈
に
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
も
っ

と
市
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
考
え
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

新
た
な
物
価
高
対
策

新
た
な
物
価
高
対
策

　

今
年
は
男
女
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
40
年
で
す
。
し
か
し
、

日
本
は
、
い
ま
だ
に
女
性
の
賃
金
は
正
社
員
で
男
性
の
７
割
程
度

に
と
ど
ま
り
、
包
括
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
も
実
現
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る

法
律
」
は
法
施
行
か
ら
２
年
で
す
。
き
よ
た
議
員
は
女
性
相
談
の

内
容
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
質
問
、
市
は
「
女
性
が
女
性
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
性
暴
力
等
の
性
的
な
被
害
に
よ
り
、
遭
遇
し
や
す

い
こ
と
。
不
安
定
な
就
労
状
況
や
経
済
困
難
、
社
会
的
な
孤
立
な

ど
の
要
因
が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

き
よ
た
議
員
は
性
暴
力
へ
の
対
策
で
は
、「
相
談
先
を
知
ら
せ
る

カ
ー
ド
を
公
共
施
設
、
駅
前
の
ト
イ
レ
、
民
間
施
設
の
ト
イ
レ
に

も
設
置
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
単
身
の
若
い
女
性
や
高
齢
者

に
家
賃
助
成
制
度
を
実
施
す
る
な
ど
、「
女
性
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
対
策
強
化
が
必
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

働
く
女
性
支
援

働
く
女
性
支
援

　

東
京
都
練
馬
区
で
は
、
15
歳
か
ら
18
歳
で
、
不
登
校
等
の
子
ど

も
を
対
象
に
し
た
、
進
路
相
談
、
学
習
支
援
、
保
護
者
相
談
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
き
よ
た
議
員
は
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
が
で

き
る
相
談
窓
口
が
高
槻
市
で
も
必
要
」
と
主
張
。
市
は
「
教
育
セ

ン
タ
ー
内
に
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
幅

広
い
相
談
が
可
能
な
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。
富
田
、
春
日

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
青
少
年
相
談
と
し
て
進
路
や
友
人
関
係
、
家

族
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
等
と
連
携
を
し
て
い
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
が
あ
れ
ば
、
よ
り
支
援
に
つ
な
が
る
の
で

検
討
を
」
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
枚
方
市
で
は
知
的
障
害
者
や
ひ

と
り
で
の
外
出
が
困
難
な
精
神
障
害
者
な
ど
は
、
移
動
支
援
が
利

用
で
き
ま
す
。
き
よ
た
議
員
は
「
通
学
支
援
が
あ
れ
ば
、
通
学
で

き
る
と
い
う
子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
保
証
す
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
、

高
槻
市
と
し
て
発
達
障
害
者
、
精
神
障
害
者
へ
の
通
学
の
移
動
支

援
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
進
路
選
択

不
登
校
の
子
ど
も
の
進
路
選
択

J
R
高
槻
駅
南
地
区
の

　
　
再
開
発
に
つ
い
て

J
R
高
槻
駅
南
地
区
の

　
　
再
開
発
に
つ
い
て

団
ニ
ュ
ー
ス

団
ニ
ュ
ー
ス

一
般
質
問

中
村
れ
い
子

一
般
質
問

き
よ
た
純
子
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日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
４
月
17
日
に
濱
田
市
長
に
以

下
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
金
制
度
導
入
で

国
保・後
期
の
保
険
料
値
上
げ

市
長
に
物
価
高
な
ど
へ
の
対
策
を
要
望

市
長
に
物
価
高
な
ど
へ
の
対
策
を
要
望

市
長
に
物
価
高
な
ど
へ
の
対
策
を
要
望

　

４
月
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
」
の
た
め
と
し
て
、
す
べ
て
の

公
的
医
療
保
険
加
入
者
か
ら
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
「
支
援
金
」

が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
１
人
あ
た
り
平
均
で
月
額

３
１
４
円
の
値
上
げ
で
、
１
万
５
１
９
１
円
に
な
り
ま
す
。
値
上

げ
額
の
内
訳
は
医
療
費
分
が
84
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
分
で
20

円
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
が
２
７
９
円
で
す
。
医
療
以
外

の
値
上
げ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
企
業
委
員
会
で
の
質
疑

で
中
村
議
員
は
「
本
来
負
担
す
る
必
要
の
な
い
も
の
ま
で
保
険
料

で
負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」と
質
問
し
、市
は「
医
療
分
、

後
期
分
、
介
護
分
、
子
ど
も
分
に
区
分
し
て
保
険
料
を
徴
収
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
に
充
て
ら
れ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
中
村
議

員
は
子
育
て
支
援
の
費
用
を
医
療
保
険
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
す
る

国
の
や
り
方
に
対
し
「
取
り
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
取
る
と
い
う
安

直
な
考
え
だ
」
と
主
張
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
１
人
あ
た

り
年
間
で
１
万
４
７
４
６
円
の
大
幅
値
上
げ
で
す
。
値
上
げ
に
な

る
理
由
は
医
療
費
の
増
額
だ
け
で
な
く
、
出
産
育
児
支
援
金
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
に
加
え
て
、
医
療
保
険
と
は
全
く
関
係
の
な
い

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
導
入
に
よ
る
も
の
で
す
。
国
民
健
康

保
険
料
の
値
上
げ
は
２
．
11
％
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
15
．
41
％
も
の
値
上
げ
を
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
国

保
・
後
期
医
療
保
険
の
特
別
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

高
槻
市
立
学
校
の
教
育
職
員
の

業
務
量
管
理・健
康
確
保
措
置
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

２
０
２
５
年
６
月
に
「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
、
今
年
４
月
１
日
施
行
で
標
記
計
画
の
策
定
・
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
年
３
月
に
高
槻

市
教
育
委
員
会
は
「
高
槻
市
立
学
校
の
教
育
職
員
に
関
す
る
業
務

量
管
理
・
健
康
確
保
措
置
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

高
槻
市
の
教
員
の
時
間
外
在
校
時
間
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
長
時
間
勤
務
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
４

年
度
の
時
間
外
在
校
時
間
は
、「
月
45
時
間
以
下
」
の
割
合
が
、

小
学
校
で
90
．
９
％
、
中
学
校
で
43
．
４
％
で
す
。
一
方
、「
月

80
時
間
」
を
超
え
て
い
る
教
員
も
存
在
し
、
中
学
校
で
は
半
数
以

上
が
「
月
45
時
間
」
を
超
え
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
年
間
平
均
３

６
０
時
間
以
内
に
し
、
月
45
時
間
超
を
ゼ
ロ
に
す
る
な
ど
の
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

【
主
な
教
育
委
員
会
・
学
校
の
取
り
組
み
】

●
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

●
段
階
的
な
部
活
動
の
地
域
展
開
の
推
進

●
教
員
業
務
支
援
員
等
を
配
置
し
て
教
員
の
負
担
軽
減
を
促
進

●
学
校
で
は
対
応
が
困
難
な
事
案
へ
の
支
援
体
制
の
整
備

●
教
育
D
X
の
推
進
等
に
よ
る
事
務
作
業
の
軽
減
や
業
務
の
効
率

化
な
ど

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
教
職
員
の
業
務
量
削
減
の
た
め

に
30
人
学
級
に
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

①
新
た
な
物
価
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
で
、
物
価

高
騰
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
４
月
に
値
上
げ
さ

れ
る
飲
食
料
品
は
２
７
９
８
品
目
で
す
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ナ

フ
サ
の
供
給
不
安
で
価
格
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

の
事
実
上
の
封
鎖
が
続
き
、
停
戦
合
意
の
先
行
き
が
見
通
せ
ま
せ

ん
。
市
民
に
対
し
て
の
さ
ら
な
る
支
援
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
収
入
が
報
酬
で
決
め
ら
れ
て
い
る
施
設
や
医
療
機
関
へ

の
給
付
、
中
小
企
業
や
自
営
業
者
へ
の
支
援
、
市
民
へ
の
給
付
な

ど
要
望
し
ま
す
。

②
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を
見
送
る
こ
と

　

政
権
与
党
に
よ
っ
て
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
が
す
す
め
ら
れ
、

衆
院
憲
法
審
査
会
で
、
自
民
党
は
憲
法
９
条
の
改
憲
や
緊
急
事
態

条
項
創
設
な
ど
を
示
し
、
条
文
起
草
の
作
業
に
入
っ
て
い
く
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。
防
衛
省
は
、
地
方
自
治
体
に
個
人
情
報
を
記

し
た
名
簿
の
提
供
を
す
る
よ
う
に
圧
力
を
強
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
埼
玉
県
で
は
２
０
２
６
年
度
の
名
簿
提
供
の
便
宜
を
図
る
自

治
体
が
ゼ
ロ
に
な
る
見
込
み
で
す
。
高
市
政
権
の
も
と
自
衛
隊
の

海
外
派
兵
が
現
実
の
も
の
と
な
る
中
で
、
高
槻
市
で
も
自
衛
官
の

募
集
に
協
力
を
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
個
人
情
報

の
提
供
を
見
送
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。
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